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稲
垣
足
穂
『
一
千
一
秒
物
語
』
の
本
文
の
変
遷

白
崎

真
亜
子

は
じ
め
に

稲
垣
足
穂
は
自
分
の
作
品
に
何
度
も
改
訂
を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
一
つ
の
作
品
に
複
数
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
存
在
す
る
。

『
一
千
一
秒
物
語
』
に
も
初
版
の
刊
行
以
後
、
何
度
も
手
が
加
え
ら
れ

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
年
代
や
収
録
さ
れ
た

作
品
集
、
タ
イ
ト
ル
や
収
録
数
の
変
化
な
ど
は
後
述
す
る
先
学
に
よ
る

様
々
な
作
品
改
題
等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
訂
に
よ

る
作
品
内
容
の
変
化
な
ど
の
詳
細
な
分
析
や
、
そ
れ
に
よ
る
読
み
の
変

化
な
ど
具
体
的
な
研
究
は
未
だ
不
足
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
本
稿
で

は
、
改
め
て
本
文
異
同
の
流
れ
を
追
い
ど
の
よ
う
な
改
訂
が
行
わ
れ
て

き
た
の
か
、
『
一
千
一
秒
物
語
』
の
本
文
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た
解
題
、
作
品
年
譜
、
作
品
収
録
の
推
移

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』（
１
）

で
は
作
品
年
譜
と

し
て
作
品
収
録
と
刊
行
順
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

金
星
堂
刊
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版

䢪
雑
誌
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」

䢪
『
現
代
日
本
文
学
全
集

大
正
小
説
集
』
収
録
「
一
千
一
秒

85

物
語
」

䢪
『
稲
垣
足
穂
全
集
（
ユ
リ
イ
カ
）』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
作
家
社
刊
『
一
千
一
秒
物
語
』

䢪
『
日
本
現
代
文
学
全
集

新
感
覚
派
文
学
集
』

67

こ
の
と
き
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
が
最
終
稿
と
さ
れ
た
。

次
に
『
稲
垣
足
穂
全
集
』（
２
）

の
解
題
で
は
以
下
の
順
で
改
訂
さ
れ

た
と
示
さ
れ
た
。

阪大近代文学研究 14･15（2017.3）
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金
星
堂
刊
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版

䢪
雑
誌
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」

䢪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」

改
訂
の
内
容
は
、
『
児
童
文
學
』
掲
載
時
に
「
新
版
一
千
一
秒
物

語
」
と
改
題
さ
れ
小
話
も
改
訂
さ
れ
た
と
あ
る
。
次
い
で
『
現
代
小
説

大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
時
に
「A

C
H
IL
D
R
E
N
' S

S
O
N
G

」

44

と
「
電
燈
の
下
を
へ
ん
な
も
の
が
通
っ
た
話
」
の
小
話
二
篇
が
追
加
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
で
更
に
改
訂
さ
れ
た
と

指
摘
さ
れ
た
。
加
え
て
、
作
家
社
刊
行
の
『
一
千
一
秒
物
語
』
覆
刻
版

や
英
訳
版
『O

n
e
T
hou

san
d
an
d
O
n
e
S
econ

ds
S
tories

』
に
つ

い
て
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

次
い
で
、『
足
穂
拾
遺
物
語
』（
３
）

で
は
以
下
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
た

と
示
さ
れ
た
。

金
星
堂
刊
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版

䢪
雑
誌
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
雑
誌
『
く
い
ー
ん
』
掲
載
「
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」

䢪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」

『
足
穂
拾
遺
物
語
』
の
「
一
千
一
秒
物
語
」
解
題
は
高
橋
信
行
に
よ

り
執
筆
さ
れ
た
。
こ
の
解
題
で
は
、
改
訂
の
流
れ
に
加
え
て
作
品
の
生

成
推
移
も
示
さ
れ
て
い
る
。
改
訂
の
内
容
と
し
て
は
、
『
児
童
文
學
』

掲
載
時
の
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
と
『
く
い
ー
ん
』
掲
載
時
の
「
一

千
一
秒
物
語
」
は
金
星
堂
刊
行
版
か
ら
一
部
の
小
話
だ
け
が
改
訂
さ
れ

掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
小
話
の
収
録
数
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、『
現
代

小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
時
に
「A

C
H
IL
D
R
E
N
'S

44

S
O
N
G

」
と
「
電
燈
の
下
を
へ
ん
な
も
の
が
通
っ
た
話
」
の
小
話
二
篇

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
金
星
堂
刊
行
時
か
ら
収
録
数
と
収
録
順
序
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
で
、
高
橋
康
雄
（
４
）

は
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
収
の
草
稿
二
種

と
金
星
堂
初
版
・
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
・
『
現

代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」・
『
現
代
日

44

本
文
学
全
集

大
正
小
説
集
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」
・
ユ
リ
イ
カ

85

刊
『
稲
垣
足
穂
全
集
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」
・
作
家
社
刊
『
一
千

一
秒
物
語
』・
『
日
本
現
代
文
学
全
集

新
感
覚
派
文
学
集
』
収
録
「
一

67

千
一
秒
物
語
」
・
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」・
新

潮
文
庫
（
昭
和
四
四
年
刊
）『
一
千
一
秒
物
語
』
・
木
馬
舎
刊
『
一
千
一

秒
物
語
』
・
透
土
社
刊
『
一
篇
一
冊
双
書

一
千
一
秒
物
語
』
の
十
一

テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、『
一
千
一
秒
物
語
』
が
収
録
さ
れ
た
全
集
や

作
品
集
に
お
い
て
ど
れ
ひ
と
つ
同
一
の
も
の
は
な
い
と
い
う
見
方
を
提

示
し
た
。
金
星
堂
刊
の
初
版
か
ら
雑
誌
『
児
童
文
學
』
掲
載
の
「
新
版

一
千
一
秒
物
語
」
の
間
で
四
十
七
篇
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
『
現
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代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
時
に
二
篇
増
え
て
全
七
〇
篇
に

44

な
っ
た
こ
と
、
草
稿
か
ら
初
版
で
は
「
お
月
様
」
が
「
お
月
さ
ん
」
に

変
わ
り
、
小
話
「
黒
い
箱
」
に
出
て
く
る
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
」
が
「
ハ
イ
ド
氏
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
両
方
と
も

金
星
堂
版
以
降
に
は
草
稿
と
同
様
に
「
お
月
様
」
、「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
」
と
な
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
の

際
に
細
か
な
字
句
の
改
変
が
み
ら
れ
る
た
め
、
定
本
と
し
て
は
足
穂
が

生
前
最
後
の
手
を
加
え
た
で
あ
ろ
う
、
昭
和
四
十
四
年
刊
行
の
新
潮
文

庫
版
を
指
定
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
き
た
解
題
で
は
そ
の
内
容
に
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
調
査
範
囲
も
不
明
確
で
あ
る
。
加
え
て
、
改
訂
の
時

点
は
示
し
な
が
ら
も
、
改
訂
の
内
容
に
つ
い
て
は
収
録
数
や
収
録
順
序
、

語
句
に
つ
い
て
の
み
で
、
具
体
的
に
小
話
の
ど
の
部
分
が
改
訂
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
小
話
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
石
津
尚
美
（
５
）

は
足
穂
の
作
品
改
訂
の
特
徴
と
し
て
、
修
飾

語
の
削
減
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
「
過
去
の
も
の
ほ
ど
、
余
分

の
飾
り
や
、
比
喩
が
多
く
て
〝
ま
わ
り
く
ど
さ
〟
を
自
ら
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と
し
、
だ
が
そ
れ
も
「
年
が
た

つ
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
簡
潔
を
好
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
石
津
は
足
穂
の
改
訂
が
「
す
べ
て
が
こ
う
だ
っ
た

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
」
と
し
、
論
の
中
で
改
稿
作
の
代
表
と
し

て
「
黄
漠
奇
聞
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
足
穂
の
作
品

全
体
に
纏
わ
る
改
訂
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
各
作
品
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
「
改
訂
の
特
徴
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、『
一
千
一
秒
物
語
』
独
自
の
改
訂
の
特
徴
を
見
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
改
訂
の
大
ま
か
な
流
れ
は

示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
指
摘
に
は
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋

康
雄
論
に
あ
る
よ
う
に
、
字
句
の
改
変
の
た
め
に
『
一
千
一
秒
物
語
』

の
テ
キ
ス
ト
す
べ
て
が
異
な
る
と
し
て
も
、
足
穂
が
そ
れ
ら
の
改
変
に

ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
か
判
断
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
で

言
及
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
に
加
え
、
現
在
管
見
の
限
り
『
一
千
一
秒

物
語
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
収
録
内
容
、
収

録
数
、
収
録
順
、
タ
イ
ト
ル
、
小
話
の
内
容
、
表
記
に
つ
い
て
見
て
い

く
。

二
、
調
査
文
献

取
り
上
げ
る
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
『
』
は
単
行
本
タ
イ

ト
ル
、「
」
は
収
録
作
品
タ
イ
ト
ル
、【
】
は
本
文
を
参
照
し
た
文
献
を

示
す
。）①

金
星
堂
『
一
千
一
秒
物
語
』（
一
九
二
三
）〈
初
版
〉

②
金
星
堂
『
一
千
一
秒
物
語
』（
一
九
二
六
）〈
第
六
版
〉

③
鳩
居
書
房
『
児
童
文
學
』
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
（
一
九
三

五
・
十
二
～
一
九
三
六
・
四
／
八
）

④
く
い
ー
ん
社
『
く
い
ー
ん
』
第
一
巻
第
四
号
「
一
千
一
秒
物
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語
」
（
一
九
四
七
・
十
）【
青
土
社
『
足
穂
拾
遺
物
語
』（
二
〇

〇
八
）
参
照
】（
６
）

⑤
河
出
書
房
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
「
一
千
一
秒

44

物
語
」（
一
九
五
〇
）

⑥
河
出
書
房
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
「
一
千
一
秒
物

46

語
」（
一
九
五
六
）

⑦
筑
摩
書
房
『
現
代
日
本
文
学
全
集

大
正
小
説
集
』
「
一
千
一

85

秒
物
語
」（
一
九
五
七
）

⑧
書
肆
ユ
リ
イ
カ
『
稲
垣
足
穂
全
集
１
』「
一
千
一
秒
物
語
」（
一

九
五
八
）

⑨
作
家
社
『
一
千
一
秒
物
語
』（
一
九
六
四
）

⑩
講
談
社
『
日
本
現
代
文
学
全
集

新
感
覚
派
文
学
集
』「
一
千

67

一
秒
物
語
」（
一
九
六
八
）

⑪
現
代
思
潮
社
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』「
一
千
一
秒
物
語
」（
一
九

六
九
）

⑫
新
潮
社
・
新
潮
文
庫
『
一
千
一
秒
物
語
』
「
一
千
一
秒
物
語
」

（
一
九
六
九
）

⑬
新
潮
社
『
稲
垣
足
穂
作
品
集

W
orks

of
T
aru

h
o

』「
一
千
一

秒
物
語
」（
一
九
七
〇
）

⑭
早
川
書
房
『
世
界

全
集

日
本
の

（
短
編
集
）
古
典
篇
』

SF

34

SF

「
一
千
一
秒
物
語
（
抄
）
」（
一
九
七
六
）

⑮
沖
積
舎
『
稲
垣
足
穂
作
品
集
』
「
一
千
一
秒
物
語
」
（
一
九
八

四
）

⑯
河
出
書
房
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』「
一
千
一
秒
物
語
」

（
一
九
八
六
）

⑰
木
馬
舎
『
一
千
一
秒
物
語
』

Ａ
「
一
千
一
秒
物
語
」

Ｂ
「
異
稿

一
千
一
秒
物
語
」（
一
九
八
七
）

⑱
透
土
社
『
イ
ナ
ガ
キ
・
タ
ル
ホ
一
篇
一
冊
物
語
双
書

一
千
一

秒
物
語
』（
一
九
九
〇
）

⑲
筑
摩
書
房
・
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集

『
稲
垣
足
穂
』（
一
九

015

九
一
）

⑳
河
出
書
房
『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』
「
一
千
一
秒
物
語

（
抄
）
」（
一
九
九
三
）

㉑
河
出
書
房
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』「
一
千
一
秒
物
語
」

〈
新
装
版
〉（
一
九
九
八
）

㉒
筑
摩
書
房
『
稲
垣
足
穂
全
集
１
』「
一
千
一
秒
物
語
」（
二
〇
〇

〇
）

㉓
ゆ
ま
に
書
房
『
編
年
体
大
正
文
学
全
集

第
十
二
巻

大
正
十

二
年
』「
一
千
一
秒
物
語
」（
二
〇
〇
三
）

㉔
新
潮
社
・
新
潮
文
庫
『
一
千
一
秒
物
語
』「
一
千
一
秒
物
語
」

（
二
〇
〇
四
）

㉕
筑
摩
書
房
『
稲
垣
足
穂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１

一
千
一
秒
物
語
』

「
一
千
一
秒
物
語
」（
二
〇
〇
五
）

㉖
沖
積
舎
『
覆
刻
版
一
千
一
秒
物
語
』
（
二
〇
〇
七
）

㉗
筑
摩
書
房
・
ち
く
ま
日
本
文
学

『
稲
垣
足
穂
』
「
一
千
一
秒

016
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物
語
」（
二
〇
〇
八
）

㉘
筑
摩
書
房
『
日
本
幻
想
文
学
大
全

幻
妖
の
水
脈
』
「
一
千
一

秒
物
語
（
抄
）
」（
二
〇
一
三
）

以
上
二
十
八
文
献
を
調
査
す
る
。
な
お
、
⑰
木
馬
舎
刊
行
の
『
一
千
一

秒
物
語
』
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
「
一
千
一
秒
物
語
」
と
Ｂ
「
異
稿

一
千
一

秒
物
語
」
の
二
種
類
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
言
及
す
る
と

き
は
そ
れ
ぞ
れ
を
「
⑰
木
馬
舎
Ａ
」、「
⑰
木
馬
舎
Ｂ
」
と
表
記
す
る
。

本
文
の
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
中
心
と
な
る
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、

「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
表
記
は
そ
の
ま
ま
本
文
テ
キ
ス
ト
に
準
じ
る
。

三
、
異
同
に
よ
る
分
類

分
類
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
表
紙
、
前
付
、
引
用
、
序
詞
、
終
詞
、
小
話

な
ど
作
品
全
体
の
収
録
内
容
に
注
目
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

金
星
堂
刊
行
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版

䢪
金
星
堂
刊
行
『
一
千
一
秒
物
語
』
第
六
版

䢪
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
く
い
ー
ん
』
掲
載
「
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」

䢪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」

調
査
内
容
を
〈
１
〉
小
話
の
収
録
数
〈
２
〉
小
話
の
収
録
順
序

〈
３
〉
小
話
の
タ
イ
ト
ル
〈
４
〉
小
話
内
の
改
訂
と
小
話
に
関
す
る
観

点
に
注
目
す
る
と
本
文
テ
キ
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

金
星
堂
刊
行
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版

䢪
『
児
童
文
學
』
掲
載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
く
い
ー
ん
』
掲
載
「
一
千
一
秒
物
語
」

䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」

䢪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」

こ
れ
は
『
足
穂
拾
遺
物
語
』
解
題
で
高
橋
が
示
し
た
も
の
と
一
致
す

る
。
第
六
版
は
、
小
話
に
注
目
し
て
み
る
と
、
初
版
の
内
容
と
同
一
で

表
記
も
一
致
す
る
た
め
初
版
系
統
に
含
ま
れ
る
。
調
査
文
献
の
分
類
を

【
表
１
】
に
、
各
系
統
ご
と
の
小
話
の
収
録
数
、
収
録
順
、
タ
イ
ト
ル

の
改
変
を
【
表
２
】
に
表
す
。

四
、
系
統
ご
と
の
特
徴

（
ⅰ
）
初
版
系
統

①
金
星
堂
刊
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版
の
構
成
は
本
文
以
外
に
、
中

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
下
部
に
「M

odern
F
airly

T
ales

」
と
い
う
記
述

が
あ
り
、
次
に
佐
藤
春
夫
に
よ
る
「IN

T
R
O
D
U
C
T
IO

N

」
と
し
て
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「
童
話
の
天
文
学
者

䢣
／
ア
ス
フ
ア
ル
ト
街
上
の
兒
童
心
理
学

者

䢣
／
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
バ
ネ
仕
掛
の
機
械
學
者

䢣
／
奇
異
な
る
官
能

的
レ
ツ
テ
ル
の
蒐
集
家

䢣
／
さ
う
し
て
、
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
の
荒

唐
無
稽

を
ま
ん
ま
と
一
本
の
シ
ガ
レ
ツ
ト
の
な
か
に

封
じ
込
め
た

の
だ
ぜ
？
／
誰
が
？
／
イ
ナ
ガ
キ
・
タ
ル
ホ
が
さ
！
」
と
足
穂
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用
「
芸

術
と
は
コ
コ
ア
色
の
遊
戯
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
、
序
詞
「
さ
あ
御
食

事
が
す
み
ま
し
た
ら
／
こ
ち
ら
の
方
へ
集
つ
て
下
さ
い
／
い
ろ
ん
な
煙

草
が
取
り
揃
へ
て
あ
り
ま
す
／
目
録
に
よ
つ
て
ど
れ
で
も
お
好
み
次
第

に
䢧
䢧
」
が
あ
り
、
小
話
の
目
次
で
あ
る
「C

O
N
T
E
N
T
S

」
、
前
付

の
文
句
「
星
し
げ
き
今
宵
、
コ
メ
ツ
ト
・
タ
ル
ホ
は
／
敬
愛
す
る
紳
士

淑
女
諸
君
に
向
つ
て
／
か
く
の
如
き
數
々
の
小
話
を
語
ら
う
と
す
る
」

が
あ
っ
て
小
話
が
始
ま
る
。
終
詞
は
「
さ
よ
な
ら
、
よ
き
夢
を
ご
ら
ん

な
さ
い
！
／
私
の
紳
士
淑
女
諸
君
！
／
又
、
明
晩
御
目
に
か
ゝ
り
ま
せ

う
」
と
あ
る
。
前
付
の
文
句
と
終
詞
で
は
「
紳
士
淑
女
諸
君
」
と
い
う

聞
き
手
の
存
在
が
描
か
れ
て
お
り
、
前
付
の
文
句
で
あ
っ
た
「
コ
メ
ッ

ト
・
タ
ル
ホ
」
と
い
う
語
り
手
は
終
詞
に
お
け
る
「
私
」
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
作
品
に
お
け
る
語
り
手
と
想
定
さ
れ
る
聞
き
手
が

小
話
の
前
に
枠
組
み
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の

小
話
が
展
開
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
「
豫
告
／
此
の
魔
術
的
作
家
は
更
に
香
り
高
い
エ
ジ
プ
ト

の
葉
と
斬
新
な
イ
ン
ド
花
火
の
多
量
と
を
仕
入
れ
て
一
層
精
錬
趣
向
を

凝
し
た
巻
煙
草
を
製
造
し
て
最
近
売
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
。
何
物
が
飛

び
出
し
て
諸
君
を
驚
か
せ
る
か
一
本
取
つ
て
マ
ツ
チ
を
吸
つ
た
上
の
事

で
あ
る
。
」
と
い
う
次
作
の
予
告
が
あ
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
小
話
は

金
星
堂
初
版
で
は
全
部
で
六
十
八
篇
で
あ
る
。

こ
の
①
と
全
く
同
一
の
も
の
と
し
て
⑨
作
家
社
刊
行
の
『
一
千
一
秒

物
語
』
、
㉖
沖
積
舎
刊
行
の
『
一
千
一
秒
物
語
』
が
あ
る
。
両
者
は
①

金
星
堂
版
の
復
刻
版
で
あ
り
、
本
文
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
体
裁
も
す

べ
て
同
じ
で
あ
る
。
今
回
使
用
し
た
①
に
は
表
紙
カ
バ
ー
が
な
か
っ
た

が
、
㉖
沖
積
舎
刊
行
の
復
刻
版
に
よ
っ
て
表
紙
カ
バ
ー
に
付
さ
れ
た

「
勧
誘
！
！
！
／
コ
コ
ア
色
の
芸
術
の
葉
を
最
も
手
軽
な
も
の
に
し
や

う
と
ペ
ー
パ
ー
に
巻
い
て
み
た
の
が
こ
の
新
し
い
煙
草
で
あ
る
／
ど
ん

な
味
が
す
る
か
？

た
め
し
に
一
本
吸
つ
て
見
給
へ
！
」
と
い
う
文
章

が
確
認
で
き
た
。
カ
バ
ー
の
文
言
は
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用

や
序
詞
の
文
言
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
「
コ
コ
ア
色
の
芸
術
」
や
「
シ

ガ
レ
ッ
ト
」
な
ど
の
語
句
が
見
ら
れ
る
。

⑰
木
馬
舎
Ａ
『
一
千
一
秒
物
語
』
は
①
金
星
堂
版
の
本
文
、
ト
リ
ス

タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用
、
前
付
の
文
言
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
佐

藤
春
夫
の
「IN

T
R
U
D
U
C
T
IO

N

」
は
な
く
、
本
文
の
表
記
は
、
仮

名
が
新
か
な
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
表
記
に
お
い
て
初
版
と
は
異
な
る

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

⑱
透
土
社
『
イ
ナ
ガ
キ
・
タ
ル
ホ
一
篇
一
冊
物
語
双
書

一
千
一
秒

物
語
』
は
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用
、
前
付
き
の
文
言
、

「C
O
N
T
E
N
T
S

」
は
あ
る
が
佐
藤
春
夫
の
「IN

T
R
O
D
U
C
T
IO

N

」

は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
本
独
自
の
編
集
と
し
て
「A

G
L
IM

P
S
E

」
と
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題
さ
れ
た
「
あ
る
夜
見
え
そ
め
い
て
い
た
お
ど
ろ
く
べ
き
も
の

し
か

も
次
の
瞬
間
に
は
シ
ル
ウ
ェ
ッ
ト
に
な
っ
て
そ
こ
に
行
違
っ
て
い
た
群

衆
で
し
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
引
用
文
や
小
話
「
ポ
ケ
ツ
ト
の
中
の

月
」「
何
う
し
て
彼
は
煙
草
を
吸
う
や
う
に
な
つ
た
か
」「
何
う
し
て
彼

は
醉
ひ
よ
り
さ
め
た
か
？
」「
霧
に
欺
ま
さ
れ
た
話
」「
突
き
飛
ば
さ
れ

た
話
」
「
友
達
が
お
月
さ
ん
に
変
つ
た
話
」
を
部
分
引
用
し
た
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
等
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
小
話
の
本
文
は
金
星
堂
刊
行
の
初
版

と
同
じ
で
あ
る
が
、
金
星
堂
版
で
は
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
に

ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
表
記
の
面
で
異
な
っ
て
い
る
。
ル
ビ
に
関

し
て
は
、
「
油
繪
」
に
「
あ
ぶ
ら
え
」
の
よ
う
に
漢
字
そ
の
ま
ま
の
読

み
方
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
「
煙
草
」
に
「
シ
ガ
レ
ッ
ト
」
の
よ

う
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

㉓
『
編
年
体
大
正
文
学
全
集
』
収
録
の
「
一
千
一
秒
物
語
」
は
ト
リ

ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用
、
序
詞
、
終
詞
は
あ
る
も
の
の
佐
藤
春
夫

の
「IN

T
R
U
D
U
C
T
IO

N

」
と
「C
O
N
T
E
N
T
S

」
は
見
ら
れ
な
い
。

小
話
の
内
容
は
①
金
星
堂
版
と
同
じ
だ
が
、
表
記
に
お
い
て
例
え
ば

「
歸
」
が
「
帰
」
の
よ
う
に
新
字
体
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
ⅱ
）
金
星
堂
第
六
版

②
金
星
堂
第
六
版
で
は
①
金
星
堂
初
版
と
比
べ
て
小
話
本
文
の
内
容

に
変
更
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
中
表
紙
の
絵
が
変
更
さ
れ
、

タ
イ
ト
ル
下
部
の
言
葉
が
初
版
は
「M

odern
F
airy

T
ales

」
で
あ

っ
た
の
が
、
第
六
版
で
は
「M

oon
shin

e
T
ales

」
と
変
更
さ
れ
た
。

「
現
代
的
な
御
伽
噺
」
か
ら
「
月
光
の
物
語
」
へ
と
作
品
を
示
す
フ
レ

ー
ズ
が
変
更
さ
れ
た
。
「
現
代
的
な
」
と
い
う
新
し
さ
を
冠
し
て
い
た

の
が
、
「
月
光
」
で
あ
る
月
、
ひ
い
て
は
天
体
に
関
す
る
も
の
を
冠
と

し
て
付
す
点
に
、
足
穂
の
天
体
へ
の
傾
倒
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
新
し
さ
」
よ
り
も
本
作
の
主
軸
に
「
月
」
を
中
心
に
据
え
る
意
図
が

生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
変
更
が
足
穂
自
身
に
よ
る

も
の
か
出
版
元
の
金
星
堂
に
よ
る
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
中
表
紙

の

イ

ラ

ス

ト

が

変

更

さ

れ

た

よ

う

に

、

佐

藤

春

夫

の

「IN
T
R
O
D
U
C
T
IO

N

」
の
ペ
ー
ジ
も
初
版
と
は
デ
ザ
イ
ン
が
異
な

り
、
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
ー
の
引
用
文
の
入
る
位
置
な
ど
ペ
ー
ジ
の

割
り
付
け
に
お
い
て
も
異
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
稲
垣
足
穂
『
星
を

売
る
店
』、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
著
、
麻
生
義
訳
の
『
独
逸
文
学
史
』、
ラ
フ

カ
デ
オ
ン
著
、
今
東
光
訳
の
『
文
學
入
門
』
の
広
告
が
入
っ
て
い
る
。

①
金
星
堂
初
版
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
序
詞
と
終
詞
の
削
除

が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
話
群
の
前
後
に
作
品
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
つ
く

っ
て
い
た
の
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
枠
組
み
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

（
ⅲ
）
児
童
文
學
版

③
『
児
童
文
學
』
版
で
は
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
と
題
さ
れ
金
星

堂
版
六
十
八
篇
か
ら
四
十
七
篇
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
す
べ
て
が
改
訂

さ
れ
初
版
と
は
異
な
る
小
話
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
に
お

い
て
も
表
記
な
ど
の
細
か
な
改
変
も
あ
れ
ば
、
「
停
電
の
原
因
」
か
ら
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「
黄
昏
奇
談
」
な
ど
大
き
く
変
化
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
掲
載
時
、

序
詞
等
は
省
か
れ
た
。
小
話
の
内
容
や
タ
イ
ト
ル
共
に
、
①
金
星
堂
版

で
は
「
お
月
さ
ん
」
で
あ
っ
た
の
が
「
お
月
様
」
に
直
さ
れ
た
。
小
話

の
掲
載
順
も
金
星
堂
版
単
行
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
順
番
と
は
異
な
り
、

【
表
２
】
に
お
い
て
太
枠
で
示
し
た
よ
う
に
、
③
『
児
童
文
學
』
掲
載

時
の
タ
イ
ト
ル
で
「
月
の
サ
ー
カ
ス
」
か
ら
「
散
歩
前
」
ま
で
の
七
篇

の
順
序
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
は
雑
誌
③
『
児
童
文
學
』
掲
載
時

の
目
次
で
は
童
話
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
児
童
文
学
大

辞
典

第
一
巻
』
に
お
い
て
「
童
話
風
に
改
め
た
二
行
か
ら
一
〇
行
ほ

ど
の
掌
篇
」（
７
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
①
金
星
堂
初
版
と
比
較
し
て
、

小
話
一
篇
に
お
け
る
分
量
は
大
幅
に
削
ら
れ
て
い
る
。

（
ⅳ
）
く
い
ー
ん
版

Ⅰ
『
く
い
ー
ん
』
版
で
は
掲
載
さ
れ
た
九
篇
の
う
ち
「a

puzzle

」

「
見
て
来
た
や
う
な
こ
と
を
云
ふ
人
」
「A

H
O
L
D
-U
P

」
「T

H
E

W
E
D
D
IN
G

C
E
R
E
M
O
N
Y

」「
月
の
客
人
」「
土
星
が
三
つ
出
来
た
話
」

の
六
篇
が
金
星
堂
版
か
ら
の
改
訂
で
あ
る
。
こ
の
と
き
「M

U
R
M
U
R

」
か

ら
「a

pu
zzle

」
に
タ
イ
ト
ル
が
改
変
さ
れ
る
。
「T

H
E
R
E
' S

N
O
T
H
IN

G

」
「
赤
鉛
筆
の
由
来
」
の
二
篇
は
初
版
か
ら
③
『
児
童
文

學
』
で
の
改
変
に
次
い
で
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「A

C
H
IL
D
R
E
N
' S

S
O
N
G

」
一
篇
が
こ
の
時
新
し
く
追
加
さ
れ
た
。
ま

た
、
初
版
で
見
ら
れ
た
序
詞
や
文
言
は
な
く
、
序
詞
の
代
わ
り
と
思
わ

れ
る
「
さ
て
も
夕
餉
果
て
し
方
々
よ
。

い
ざ
共
に
集
ひ
て

タ
ル
ホ

氏
が
す
ゝ
む
う
ま
き
煙
草
を
召
さ
れ
か
し
」
と
い
う
文
言
と
フ
ラ
ン
ス

語
で
「C

et
A
stro-M

agicien
la

con
firm

ait
des

cigarettes
avec

F
antaisie

de
L
a
N
u
its-A

rabiqu
e
n
ou
veau

x.

」（
８
）

と
い

う
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
④
『
く
い
ー
ん
』
版
は
①
金
星
堂
版
、
③

『
児
童
文
學
』
版
で
句
読
点
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
本
文
中
に
句
読
点
が

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
マ
ス
空
け
る
こ
と
で
語
句
や
文
章
の
区

切
り
を
表
し
て
い
た
の
が
句
読
点
を
付
す
こ
と
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ま
っ
た
く
一
マ
ス
空
け
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
「
見
て
来
た
や
う
な
こ
と
を
云
ふ
人
」
と
い
う
小
話
の
中
に
あ

る
会
話
文
中
で
は
読
点
が
使
用
さ
れ
ず
に
一
マ
ス
空
け
て
区
切
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
マ
ス
空
け
と
句
読
点
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。

（
ⅴ
）
現
代
小
説
大
系
系

統
44

⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
版
で
は
、
本
作
収
録
に

44

お
い
て
初
版
時
の
小
話
六
十
八
篇
に
こ
の
時
新
た
に
「
電
燈
の
下
を
変

な
も
の
が
通
っ
た
話
」
と
④
『
く
い
ー
ん
』
版
で
加
わ
っ
た
「A

C
H
IL
D
R
E
N
' S

S
O
N
G

」
の
二
篇
が
追
加
さ
れ
た
全
七
十
篇
の
小
話
と

序
詞
、
終
詞
、「C

O
N
T
E
N
T
S

」
で
「
一
千
一
秒
物
語
」
が
構
成
さ
れ

る
。本

文
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
改
訂
に
加
え
て
新
し
く
直
さ
れ
て
い

る
。
小
話
の
順
序
は
金
星
堂
版
に
則
っ
て
お
り
、
③
『
児
童
文
學
』
掲

載
時
か
ら
最
初
に
戻
っ
た
印
象
で
あ
る
。
⑥
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ

46
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ニ
ズ
ム
』
は
⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
の
改
版
で
あ
り

44

同
一
と
い
え
る
。

⑦
『
現
代
日
本
文
学
全
集

大
正
小
説
集
』
版
の
収
録
内
容
は
『
現

85

代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
時
と
同
じ
く
、
序
詞
、
小
話
七

44

十
篇
、
終
詞
、
「C

O
N
T
E
N
T
S

」
で
あ
り
、
本
文
内
容
も
同
一
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
時
に

44

「
ヅ
カ
〳
〵
」「
ハ
タ
〳
〵
」
と
い
う
よ
う
に
表
記
さ
れ
た
も
の
が
「
ヅ

カ
ヅ
カ
」「
ハ
タ
ハ
タ
」
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。

⑧
ユ
リ
イ
カ
刊
『
稲
垣
足
穂
全
集
』
で
は
序
詞
、
小
話
七
十
篇
、
終

詞
で
構
成
さ
れ
る
。
序
詞
で
は
「
取
り
そ
ろ
へ
て
あ
り
ま
す
」
と
表
記

さ
れ
て
い
た
の
が
「
取
り
揃
へ
て
あ
り
ま
す
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
、
最

後
「
ど
れ
か
ら
な
り
と
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。」
に
句
点
が
付
さ
れ
て

い
る
。「
ハ
タ
〳
〵
」
が
「
ハ
タ
ハ
タ
」
、
「
木
々
」
が
「
木
木
」
と
直

さ
れ
、
漢
字
は
す
べ
て
新
字
体
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
一
部
の
漢
字
に

ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
で

44

改
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
改
行
さ
れ
ず
に
一
マ
ス
空
け
で
文
章
が
連

続
し
て
い
る
。

⑩
『
日
本
現
代
文
学
全
集

新
感
覚
派
文
学
集
』
版
は
⑤
『
現
代
小

67

説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
版
と
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、

44

「
ハ
タ
〳
〵
」
が
「
ハ
タ
ハ
タ
」
、「
木
々
」
が
「
木
木
」
な
ど
の
表
記
、

「
突
當
り
の
大
鏡
」
が
「
突
當
り
大
鏡
」
と
誤
り
が
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
で
は
改
行
さ
れ
て
い
た

44

と
こ
ろ
が
改
行
さ
れ
ず
に
、
一
マ
ス
空
け
の
み
で
文
章
が
連
続
し
て
い

る
。

（
ⅵ
）
大
全
版
系
統

⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
で
は
こ
れ
ま
で
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
表
記

さ
れ
て
い
た
も
の
が
現
代
仮
名
遣
い
に
直
さ
れ
て
い
る
。
⑤
『
現
代
小

説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
か
ら
の
違
い
は
こ
の
仮
名
遣
い
の
表
記
に

44

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
内
容
に
関
わ
る
改
訂
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
版
で
は
序
詞
と
小
話
七
十
篇
と
終
詞
で
構
成

さ
れ
「C

O
N
T
E
N
T
S

」
は
な
く
な
っ
た
。
序
詞
に
お
い
て
は
「
皆
さ

ん
」
「
取
り
揃
え
て
あ
り
ま
す
」
の
よ
う
に
漢
字
表
記
さ
れ
、
小
話
中

で
も
「
聞
い
て
い
る
と
」「
進
ん
で
い
く
」
な
ど
こ
れ
ま
で
平
仮
名
で

表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
漢
字
表
記
に
変
わ
っ
て
い
る
。
内
容
面
で
は

小
話
「
星
を
ひ
ろ
っ
た
話
」
中
の
「
光
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら
」

が
「
光
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
」
に
な
っ
た
り
、
小
話
「
投
石
事

件
」
に
お
い
て
「
ぼ
く
」
が
逃
げ
て
行
く
と
こ
ろ
が
「
リ
ン
ゴ
畑
」
だ

っ
た
の
が
「
花
畠
」
に
な
っ
た
り
な
ど
の
改
変
が
見
ら
れ
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ
ン
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
る
改
訂
で
は
な
い
が
、
語
句
レ
ベ

ル
で
細
か
な
改
訂
を
行
い
書
き
換
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
『
稲
垣
足
穂
作
品
集

W
orks

of
T
aru

h
o

』
は
⑪
『
稲
垣
足
穂

大
全
Ⅰ
』
と
収
録
内
容
、
表
記
、
ル
ビ
に
お
い
て
も
一
致
し
て
い
る
。

⑮
『
稲
垣
足
穂
作
品
集
』
は
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
と
収
録
内
容
と

し
て
序
詞
、
小
話
七
十
篇
、
終
詞
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
表
記
も
一
マ

ス
空
け
の
位
置
、
改
行
の
位
置
、
ル
ビ
の
振
り
方
も
一
致
し
て
い
る
。
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⑯
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』
は
最
終
稿
で
あ
る
⑪
『
稲
垣
足
穂

大
全
Ⅰ
』
の
テ
キ
ス
ト
に
準
じ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
序
詞
、
小
話

七
十
篇
、
終
詞
に
お
け
る
表
記
や
ル
ビ
と
も
に
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全

Ⅰ
』
と
一
致
し
て
い
る
。
㉑
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』
は
新
装
版

で
あ
り
、
⑯
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』
と
同
一
で
あ
る
。

⑰
木
馬
舎
Ｂ
は
巻
末
付
録
と
し
て
金
星
堂
版
の
異
稿
と
し
て
最
終
稿

と
さ
れ
る
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
版
を
収
録
し
て
い
る
。
㉒
『
稲
垣

足
穂
全
集
１
』
は
底
本
と
し
て
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
を
使
用
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
収
録
内
容
も
序
詞
、
小
話
七
十
篇
、
終
詞
と
『
稲

垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
版
と
一
致
し
、
表
記
の
面
に
お
い
て
も
、
一
マ
ス
空

け
の
位
置
、
改
行
の
位
置
、
ル
ビ
の
振
り
方
も
一
致
し
て
い
る
。

⑳
『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』
に
は
一
千
一
秒
物
語
（
抄
）
と
し

て
「
月
か
ら
出
た
人
」
「
赤
鉛
筆
の
由
来
」「
お
月
様
が
三
角
に
な
っ
た

話
」
の
三
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
話
の
内
容
、
表
記
、
ル
ビ
の
振

り
方
も
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
版
と
一
致
し
て
い
る
。

⑭
『
世
界

全
集

日
本
の

（
短
編
集
）
古
典
篇
』
は
「
一
千
一

SF

34

SF

秒
物
語
（
抄
）」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
一
千
一
秒
物
語
』
の
う

ち
序
詞
、
「
月
か
ら
出
た
人
」
か
ら
「
突
き
飛
ば
さ
れ
た
話
」
ま
で
順

に
十
八
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
話
内
容
は
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』

版
と
同
一
な
が
ら
、
「
月
か
ら
出
た
人
」
と
「
投
石
事
件
」
の
二
篇
の

小
話
に
一
部
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
④
『
く
い
ー
ん
』
版
以
降
の

テ
キ
ス
ト
で
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
小
話
の
中

の
一
マ
ス
空
け
の
所
す
べ
て
に
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
た
め
、
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
底
本
等
の
記
載
は
見
ら
れ
ず
、

初
出
で
あ
る
金
星
堂
刊
行
の
初
版
が
作
品
解
説
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

小
話
の
内
容
か
ら
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
以
降
を
参
考
に
し
て
い
る

の
は
わ
か
る
。
足
穂
の
存
命
中
の
刊
行
で
あ
る
が
、
足
穂
本
人
が
ど
こ

ま
で
関
わ
っ
て
い
た
か
は
判
じ
か
ね
る
。
こ
れ
ま
で
の
改
訂
の
流
れ
で

は
句
読
点
を
排
し
て
き
た
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
改
め
て
句
読
点
を
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
特
異
な
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑫
新
潮
文
庫
は
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
と
は
内
容
は
同
一
な
が
ら
ル

ビ
の
打
ち
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
⑲
ち
く
ま
文
庫

は
⑫
新
潮
文
庫
の

015

テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
。
㉗
ち
く
ま
文
庫

は
⑲
ち
く
ま
文
庫

016

015

の
再
刊
行
で
あ
る
。
㉔
新
潮
文
庫
は
⑫
新
潮
文
庫
の
改
版
で
あ
る
。
小

話
「
投
石
事
件
」
内
の
「
大
変
な
権
幕
で
ど
な
っ
た
」
の
部
分
が
「
剣

幕
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
⑲
新
潮
文
庫
、

⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
権
幕
」
と
表
記
さ
れ
て

い
る
。

㉕
『
稲
垣
足
穂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
』
は
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
を

底
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
完
全
に
一
致
は
し
て
お
ら
ず
、
小
話

「A
M
E
M
O
R
Y

」
に
お
い
て
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
で
は
「
え
？

ど
う
し
た
の
が
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
「
え
？

ど
う
し
た
の

か
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
⑤
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ

44

ム
２
』
ま
で
は
「
え
？

ど
う
し
た
の
か
」
で
あ
っ
た
た
め
混
同
さ
れ

た
か
出
版
側
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
㉘
『
幻
妖
の
水
脈
』
は
㉕
『
稲
垣

足
穂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。「
『
一
千
一
秒
物
語
』



- 40 -

よ
り
」
と
題
さ
れ
「
月
か
ら
出
た
人
」「A

M
E
M
O
R
Y

」「
黒
猫
の
し

っ
ぽ
を
切
っ
た
話
」
「
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
月
」
「
月
光
密
造
者
」
「A

T
W
IL

IG
H
T

E
P
IS

O
D
E

」
「

コ

ー

モ

リ

の

家

」
「A

M
O
O
N
SH

IN
E

」
の
八
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
㉕
『
稲
垣
足
穂
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』
と
同
様
に
「A

M
E
M
O
R
Y

」
に
ミ
ス
が
確
認
で
き
る
。

足
穂
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
の
本
文

に
則
っ
て
い
る
が
各
テ
キ
ス
ト
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、

出
版
社
側
の
裁
量
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
群
を
小
話
に
注
目
し
て
系
統
分
け
を
行
っ

た
が
、
金
星
堂
刊
行
の
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版
、
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
、『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
を
底
本
と

44し
な
が
ら
も
、
収
録
や
刊
行
の
際
に
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
。
時
代
が

下
る
中
で
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
旧
字
体
は
現
行
の
表
記
に
書
き
直
さ
れ

て
い
る
が
、
漢
字
や
送
り
仮
名
、
拗
音
や
促
音
の
表
記
に
は
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
「
言
う
」
と
「
云
う
」
な
ど
同
一
の
テ
キ
ス
ト
内
で
も
統
一

が
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
改
行
や
一
マ
ス
空
け
る
位
置
の
違
い
、
句

読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違
い
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
足
穂

は
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
「
句
読
点
を
排
し
た
の
は
ド
ラ
イ
な
感
じ
を

出
す
た
め
」（
９
）

と
振
り
返
っ
て
お
り
、
句
読
点
を
使
用
せ
ず
に
一
マ

ス
空
け
や
改
行
を
意
識
的
に
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
金
星

堂
版
で
は
前
付
の
文
句
、
終
詞
と
一
部
の
小
話
以
外
に
テ
キ
ス
ト
内
に

句
読
点
は
見
ら
れ
ず
、
文
や
語
句
の
区
切
り
は
一
マ
ス
空
白
を
開
け
る

こ
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
終
詞
、
小
話
か
ら
は
そ
の
後
の
媒
体

で
読
点
が
消
え
て
い
る
。
最
終
稿
以
降
で
の
内
容
の
変
更
は
見
ら
れ
な

い
が
、
表
記
の
点
で
は
異
同
が
み
ら
れ
る
。
最
終
稿
の
後
も
一
九
七
七

年
ま
で
足
穂
は
存
命
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
表
記
の
ば
ら
つ
き
が

足
穂
自
身
の
意
図
に
よ
る
か
出
版
社
に
よ
る
変
更
か
は
不
明
な
た
め
、

こ
こ
で
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。

五
、
改
訂
の
特
徴

次
に
、
小
話
の
内
容
に
関
係
す
る
改
訂
に
注
目
し
た
い
。
改
訂
の
度

に
、
一
つ
一
つ
の
小
話
は
ど
の
よ
う
な
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

こ
と
を
、
金
星
堂
刊
行
『
一
千
一
秒
物
語
』
初
版
䢪
『
児
童
文
學
』
掲

載
「
新
版
一
千
一
秒
物
語
」
䢪
『
く
い
ー
ん
』
掲
載
「
一
千
一
秒
物

語
」
䢪
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』
収
録
「
一
千
一
秒
物

44

語
」
䢪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
収
録
「
一
千
一
秒
物
語
」
の
五
つ
す
べ

て
に
掲
載
、
収
録
、
改
訂
が
さ
れ
て
い
る
小
話
「T

H
E
R
E

IS
N
O
T
H
IN

G

」
を
例
に
確
認
す
る
。

「T
H
E
R
E
IS

N
O
T
H
IN

G

」
〈
金
星
堂
版
〉

Ａ
氏
の
説
に
よ
る
と

そ
れ
は
〳
〵
た
い
へ
ん
な

何
う
云
つ
て

い
い
か

そ
り
や
素
的
な

ビ
ツ
ク
リ
す
る
や
う
な
事
が
あ
り
ま

す

そ
れ
で
し
ま
ひ
！

そ
の
事
と
云
ふ
の
は

「T
H
E
R
E
'S
N
O
T
H
IN

G

」
〈
児
童
文
學
版
〉

Ａ
氏
の
説
に
よ
る
と

そ
れ
は
何
う
云
つ
て
い
ゝ
か
判
ら
ぬ
事
が
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あ
り
ま
す

そ
れ
で
お
し
ま
ひ
！

「T
H
E
R
E
'S
N
O
T
H
IN

G

」〈
く
い
ー
ん
版
〉

Ａ
氏
の
説
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
〳
〵
た
い
へ
ん
な
、
ど
う
云
つ
て

い
ゝ
か
び
つ
く
り
す
る
や
う
な
、
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
お

し
ま
ひ
。

「IT
'S
N
O
T
H
IN

G
E
L
S
E

」〈
現
代
小
説
版
〉

Ａ
氏
の
説
に
よ
る
と
そ
れ
は
〳
〵
た
い
へ
ん
な

ど
う
申
し
て
よ

い
か

び
つ
く
り
す
る
や
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

そ
れ
で
お
し

ま
ひ「IT

'S
N
O
T
H
IN

G
E
L
S
E

」〈
大
全
版
〉

Ａ
氏
の
説
に
よ
る
と
そ
れ
は
そ
れ
は
た
い
へ
ん
な

ど
う
申
し
て

よ
い
か

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

そ
れ
で
お

し
ま
い

金
星
堂
版
か
ら
児
童
文
學
版
で
は
「
そ
れ
は
そ
れ
は
」
と
い
う
く
り

か
え
し
に
よ
る
強
調
や
「
た
い
へ
ん
な
」
や
「
素
的
な
」、「
ビ
ツ
ク
リ

す
る
や
う
な
」
と
い
っ
た
形
容
す
る
描
写
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

末
尾
の
あ
る
種
読
者
に
小
話
の
続
き
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
「
そ
の
事

と
云
ふ
の
は
」
と
い
う
締
め
方
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
で
し
ま

ひ
！
」
と
い
う
文
章
の
終
結
を
示
し
な
が
ら
、
「
そ
の
事
と
云
ふ
の

は
」
と
続
く
の
は
、
い
わ
ば
蛇
足
で
あ
り
、
言
い
か
け
た
だ
け
で
そ
の

先
に
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
余
分
な
表
現
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
金
星
堂
版
か
ら
児
童
文
學
版
で
は
よ
り
簡

潔
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
タ
イ
ト
ル
が
「T

H
E
R
E

IS
N
O
T
H
IN

G

」
か
ら

「T
H
E
R
E
' S

N
O
T
H
IN

G

」
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
意

味
と
し
て
は
「
そ
こ
に
は
な
い
も
な
い
」
と
な
る
。
金
星
堂
版
か
ら
児

童
文
學
版
で
小
話
の
本
文
中
に
は
削
除
さ
れ
た
表
現
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
イ
ト
ル
は
短
縮
形
に
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

タ
イ
ト
ル
自
体
の
意
味
も
そ
こ
に
示
さ
れ
る
小
話
の
主
題
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
何
う
云
つ
て
い
ゝ
か
判
ら
ぬ
事
」
が
「
あ

る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
「
何
う
云

つ
て
い
ゝ
か
判
ら
ぬ
」
「
Ａ
氏
の
説
」
に
は
何
も
中
身
が
な
い
の
だ
ろ

う
。児

童
文
學
版
か
ら
く
い
ー
ん
版
で
は
、
一
マ
ス
開
け
の
代
わ
り
に
句

読
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
句
読
点
の
位
置
と
一
マ
ス
開
け
の
位
置
は

必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、「T

H
E
R
E
' S
N
O
T
H
IN

G

」
の
場
合
、

句
読
点
の
位
置
は
児
童
文
學
版
よ
り
も
金
星
堂
版
と
読
点
を
打
つ
個
所

が
近
い
。
ま
た
、
児
童
文
學
版
で
削
除
さ
れ
た
、
「
そ
れ
は
そ
れ
は
」

と
い
う
強
調
や
「
び
つ
く
り
す
る
や
う
な
」
と
い
う
描
写
が
復
活
し
て

い
る
。
形
容
す
る
描
写
が
増
え
た
こ
と
で
、
Ａ
氏
の
説
が
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
勿
体
ぶ
る
よ
う
に
表
現
を
連
ね
て
い
く
感
じ
も
同
時
に
復

活
し
て
い
る
。
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く
い
ー
ん
版
か
ら
現
代
小
説
版
で
は
句
読
点
が
排
さ
れ
、
文
や
語
句

の
区
切
り
に
は
金
星
堂
版
と
児
童
文
學
版
と
同
じ
よ
う
に
一
マ
ス
開
け

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
句
読
点
の
位
置
と
一
マ
ス
開
け
の

位
置
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
表
現
に
お
い
て
も
変
更
が
さ
れ
て

い
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
大
き
な
変
更

で
は
な
く
、「
云
う
」
と
「
申
す
」
の
よ
う
に
語
句
レ
ベ
ル
で
の
改
訂

が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
改
訂
に
よ
っ
て
タ
イ
ト
ル
が
改
変
さ
れ
た
。

「T
H
E
R
E
' S

N
O
T
H
IN

G

」
が
「IT

' S
N
O
T
H
IN

G
E
L
S
E

」
に

変
わ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
そ
こ

に
は
何
も
な
い
」
か
ら
「
他
に
は
何
も
な
い
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

「T
H
E
R
E
' S

N
O
T
H
IN

G

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
そ
こ
に
は
何
も

な
い
」
と
示
し
て
い
た
の
に
反
し
て
、「IT
' S

N
O
T
H
IN

G
E
L
S
E

」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
他
に
は
何
も
な
い
」
と
示
す
こ
と
は
完
全
な

「
無
」
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
唯
一
の
「
有
」
を
示
す
こ
と
で

あ
る
。「else

」
と
い
う
「
他
」
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
他
」
に
対
す
る
「
自
」
存
在
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
小
話
本
文
の

内
容
は
改
訂
さ
れ
て
も
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
タ
イ
ト
ル
で
は

全
く
反
対
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
Ａ
氏
の
説
」
の

捉
え
方
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
「
他
」
を
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
た
い
へ
ん
な
」
「
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
」
と
い
う
修
飾
が
「
Ａ
氏

の
説
」
に
内
包
さ
れ
る
特
徴
と
な
り
、「
Ａ
氏
の
説
」
を
説
明
し
形
容

す
る
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
修
飾
に
加
え
て
「
ど

う
申
し
て
よ
い
か
（
わ
か
ら
な
い
）
」
と
い
う
言
葉
以
外
に
「
Ａ
氏
の

説
」
を
表
す
「
他
」
の
言
葉
は
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
。
タ
イ
ト
ル
の

改
変
が
小
話
の
読
解
に
影
響
を
与
え
て
い
る
一
例
だ
ろ
う
。

現
代
小
説
版
か
ら
大
全
版
で
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
か
ら
現
行
の
表

記
へ
と
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
話
に
よ
っ
て
は
一
マ
ス
開
け

や
改
行
の
位
置
の
変
更
、
語
句
レ
ベ
ル
で
の
表
現
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
な
ど
、
内
容
に
直
接
大
き
く
関
与
し
な
い
が
表
現

と
い
う
点
で
の
細
か
な
書
き
換
え
が
多
い
。

石
津
論
で
指
摘
さ
れ
た
足
穂
の
作
品
全
体
に
見
え
る
改
訂
の
傾
向
と

し
て
、
修
飾
語
の
削
除
と
い
う
傾
向
は
見
え
る
。
だ
が
「
一
千
一
秒
物

語
」
の
改
訂
の
特
徴
と
し
て
は
、
単
純
に
修
飾
語
の
削
除
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
接
続
詞
の
排
除
や
動
作
主
や
目
的
語
の
排
除
も
あ
り
、
文
同

士
の
繋
が
り
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
改
訂
を
繰
り
返
す
中
で

復
活
す
る
表
現
も
あ
る
。
ま
た
、
小
話
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た

話
」
の
よ
う
に
大
幅
に
文
章
を
削
除
し
た
改
訂
も
あ
る
。
こ
の
「
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た
話
」
で
は
主
人
公
で
あ
る
「
俺
」
が
「
流
星
」
と

ぶ
つ
か
っ
た
瞬
間
を
思
い
出
し
「
流
星
」
が
何
を
す
る
つ
も
り
か
を
考

え
て
い
る
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。
「
俺
」
が
部
屋
に
戻
り
ハ
ー
モ
ニ
カ

が
盗
ま
れ
た
こ
と
に
気
づ
く
ま
で
の
思
考
部
分
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
、

部
屋
に
戻
る
に
至
っ
た
経
緯
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
「
俺
」
の
行
動
の
み

が
示
さ
れ
る
。「
俺
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
小
話
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
の
主
人
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
な
ど
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
改
訂
も
あ
る
。
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金
星
堂
版
か
ら
の
改
訂
で
は
語
句
や
言
い
回
し
を
書
き
換
え
て
も
い

る
が
、
金
星
堂
版
の
表
現
を
削
る
改
訂
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
児
童
文
學
版
、
く
い
ー
ん
版
で
は
特
定
の
小
話
の
み
が
改
訂

さ
れ
る
。
現
代
小
説
版
で
小
話
す
べ
て
が
収
録
さ
れ
改
訂
さ
れ
る
。
そ

の
改
訂
の
傾
向
と
し
て
は
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
児
童
文
學
版
の
内
容
を
も
と
に
語
句
の
書
き
換
え
や
追
加
、
削

除
が
さ
れ
た
場
合

②
児
童
文
學
版
で
削
ら
れ
た
金
星
堂
版
の
表
現
が
復
活
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
場
合

③
く
い
ー
ん
版
の
内
容
を
も
と
に
語
句
の
書
き
換
え
や
追
加
、
削

除
が
さ
れ
て
い
る
場
合

④
く
い
ー
ん
版
で
削
ら
れ
た
金
星
堂
版
の
表
現
が
復
活
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
場
合

つ
ま
り
、
改
訂
が
進
む
に
つ
れ
て
新
し
い
表
現
に
変
え
て
い
る
場
合

と
、
金
星
堂
版
の
表
現
に
戻
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
初
版
の
単
行

本
か
ら
次
の
改
訂
で
は
雑
誌
媒
体
、
し
か
も
『
児
童
文
學
』
と
『
く
い

ー
ん
』
と
い
う
一
般
的
な
文
学
雑
誌
へ
の
掲
載
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
改
訂
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

更
に
、
金
星
堂
版
か
ら
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
冒
頭
に
「
夜
・
夕
方
・

真
夜
中
」
を
設
定
す
る
言
葉
が
挿
入
さ
れ
た
。
金
星
堂
版
の
時
点
で
六

十
八
篇
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
舞
台
が
夜
で
あ
っ
た
が
、
改

訂
に
よ
っ
て
よ
り
そ
の
設
定
が
統
一
さ
れ
、
大
全
版
で
は
途
中
で
加
わ

っ
た
二
編
も
含
め
た
七
十
篇
中
六
十
三
篇
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
夜
、
夕
方
、

真
夜
中
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
起
こ
る
。
ま
た
、
単
純
に
「
夜
」
で
は

な
く
、「
或
夜
」「
或
晩
」
と
い
う
よ
う
に
曖
昧
で
抽
象
的
な
時
間
設
定

が
さ
れ
て
い
る
。
大
全
版
で
は
七
十
篇
中
三
十
篇
が
こ
の
よ
う
な
曖
昧

な
設
定
の
中
で
話
が
始
ま
る
。

ま
た
、
小
話
「
あ
る
晩
倉
庫
の
か
げ
で
聞
い
た
話
」
で
は
金
星
堂
版

で
は
主
人
公
で
語
り
手
と
思
わ
れ
る
人
物
は
「
僕
」
だ
っ
た
の
が
現
代

小
説
版
で
は
「
自
分
」
と
改
変
さ
れ
る
。
改
め
て
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い

く
と
、
「
僕
」
か
ら
「
自
分
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、
元
々

「
自
分
」
が
出
て
く
る
小
話
で
あ
っ
て
も
動
作
主
と
し
て
「
自
分
」
と

い
う
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、

『
一
千
一
秒
物
語
』
内
で
は
金
星
堂
版
か
ら
大
全
版
ま
で
変
わ
ら
ず

「
僕
」、
「
俺
」
、「
私
」
な
ど
の
「
自
分
」
以
外
の
一
人
称
の
小
話
も
あ

る
。
「
自
分
」
以
外
に
も
小
話
に
お
け
る
主
人
公
や
語
り
手
が
存
在
す

る
。
小
話
の
多
く
は
一
人
称
視
点
の
語
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
一

人
称
表
記
と
比
べ
て
小
話
内
の
一
人
称
の
内
訳
は
「
自
分
」
：
三
十
四

例
、
「
俺
」
：
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た
話
」
一
例
、「
わ
た
し
」：
「A

M
E
M
O
R
Y

」
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
の
話
」「
ど
う
し

て
彼
は
喫
煙
家
に
な
っ
た
か
」
三
例
、
「
ぼ
く
」
：
「
投
石
事
件
」
「A

M
O
O
N
SH

IN
E

」
二
例
、
無
表
記
：
二
〇
例
、
会
話
：「A

P
U
ZZL

E

」

一
例
、
三
人
称
：
「T

H
E

W
E
D
D
IN

G
C
E
R
E
M
O
N
Y

」
な
ど
九

例
で
あ
り
、
約
半
分
が
「
自
分
」
で
表
さ
れ
、
次
い
で
多
い
の
が
無
表
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記
の
一
人
称
語
り
で
あ
る
。

一
方
で
、
改
訂
は
小
話
だ
け
で
な
く
、
序
詞
や
終
詞
、
前
付
や
中
表

紙
の
文
言
に
も
み
ら
れ
る
。
金
星
堂
版
で
は
前
付
の
文
句
で
「
コ
メ
ツ

ト
・
タ
ル
ホ
」
と
い
う
存
在
が
「
語
る
」
と
い
う
体
裁
で
本
作
が
始
ま

り
次
ペ
ー
ジ
か
ら
小
話
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
小
話
同
士
に
関
連
性
が

な
く
て
も
、
語
り
手
で
あ
る
「
コ
メ
ツ
ト
・
タ
ル
ホ
」
と
い
う
存
在
が

小
話
同
士
を
結
び
付
け
、
「
コ
メ
ツ
ト
・
タ
ル
ホ
」
に
語
ら
れ
る
小
話

で
あ
り
、
小
話
の
語
り
手
や
主
人
公
を
「
コ
メ
ツ
ト
・
タ
ル
ホ
」
と
置

き
換
え
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
初
版
で
は
六
十
八
の

小
話
を
内
容
や
作
品
テ
ー
マ
な
ど
関
係
な
く
繋
ぐ
「
コ
メ
ツ
ト
・
タ
ル

ホ
」
と
い
う
語
り
手
が
い
て
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
小
話
群
は
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
文
言
が
削
除
さ
れ
収
録
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、

金
星
堂
版
以
降
の
本
文
で
は
そ
う
し
た
作
品
を
貫
く
存
在
は
な
く
、
小

話
同
士
の
内
容
に
も
明
確
な
連
続
性
は
な
い
た
め
、
七
十
の
小
話
は
そ

れ
ぞ
れ
が
単
独
で
存
在
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
改
訂
に
よ
り
小
話
同
士
に
同
じ
よ
う
な
言
葉

が
付
加
さ
れ
、
個
別
に
切
り
離
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
関
連
性
を
持
た

せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
改
訂
の
中
で
小
話
同
士
に
統
一
し
た
改

訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
改
訂
の
傾
向
と
し
て
削
除
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
一
方
で
、
わ
ざ
わ
ざ
付
加
し
た
語
句
や
改
変
し

た
語
句
が
あ
る
。
そ
れ
が
小
話
単
独
の
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
小
話

に
ま
た
が
っ
て
い
く
場
合
、
前
文
の
文
句
の
よ
う
に
作
品
全
体
に
ま
た

が
っ
て
そ
の
構
成
や
読
み
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
本
貴
光
（

）

は
断
章
同
士
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
「
そ
れ
ら
の
断

10

章
が
明
示
的
な
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
み
手
は

そ
の
類
似
性
に
よ
っ
て
断
章
同
士
を
連
接
す
る
」
と
語
句
や
モ
チ
ー
フ

で
繋
ぐ
こ
と
で
小
話
同
士
に
連
関
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
時
間
軸
の
設
定
や
人
称
表
現
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読

み
手
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
小
話
同
士
を
関
連
付
け
て
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
や
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。「
今
宵
、

コ
メ
ッ
ト
・
タ
ル
ホ
が
語
る
」
と
い
う
文
言
が
消
え
る
こ
と
で
、
「
コ

メ
ッ
ト
・
タ
ル
ホ
」
が
自
ら
語
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
話
は

「
ど
れ
か
ら
な
り
と
お
試
し
く
だ
さ
い
」
と
序
詞
に
あ
る
様
に
、
そ
の

読
み
方
は
読
み
手
側
に
委
ね
ら
れ
る
。
前
付
の
文
句
が
付
さ
れ
て
い
た

初
版
や
第
六
版
に
お
い
て
は
、「
コ
メ
ッ
ト
・
タ
ル
ホ
が
語
る
」
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
存
在
す
る
小
話
を
『
一
千
一
秒
物
語
』
と
い

う
一
つ
の
作
品
に
統
一
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
話
に
お
い
て
、

語
り
手
や
主
人
公
た
ち
の
正
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、「
自
分
」「
僕
」

「
俺
」
な
ど
の
一
人
称
や
具
体
的
な
人
称
表
記
は
な
い
が
、
「
見
て
い

る
と
」
な
ど
の
語
り
手
の
視
線
や
動
き
、
思
考
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不
明
確
な
存
在
で
あ
る
主
人
公
や
語

り
手
の
正
体
と
し
て
「
コ
メ
ッ
ト
・
タ
ル
ホ
」
が
い
た
。
小
話
す
べ
て

が
「
コ
メ
ッ
ト
・
タ
ル
ホ
」
の
語
る
こ
と
、
御
伽
話
の
語
り
手
と
し
て
、

一
人
の
語
り
手
と
い
う
共
通
の
存
在
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
の
複
数
の
話

が
一
つ
の
『
一
千
一
秒
物
語
』
に
集
約
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
こ
の
前
付
の
文
句
は
児
童
文
學
版
以
降
削
除
さ
れ
る
。
語
り
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手
の
存
在
は
な
く
な
り
、
小
話
の
主
人
公
を
語
り
手
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、「
自
分
」
と
い
う
存
在
の
ま
ま
小
話
を
読
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
幾
度
の
改
訂
に
よ
っ
て
『
一
千
一
秒
物
語
』
は
収
録
さ

れ
て
い
る
小
話
だ
け
で
な
く
、
序
詞
や
終
詞
、
前
付
の
文
言
な
ど
作
品

を
構
成
す
る
全
体
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
本
文
異
同

の
流
れ
を
整
理
し
改
訂
の
特
徴
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
、

そ
の
よ
う
な
改
訂
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
小
話
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
の

変
化
、
『
一
千
一
秒
物
語
』
と
い
う
作
品
全
体
を
通
し
て
の
改
訂
に
よ

る
変
化
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
受
容
で
き
る
の
か
を
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
（
１
）
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』
（
一
九
六
九
・
現
代
思
潮
社
）
巻
末
に
松
村
實

に
よ
る
作
品
年
譜
を
掲
載
。

（
２
）『
稲
垣
足
穂
全
集
』（
二
〇
〇
〇
・
筑
摩
書
房
）
萩
原
幸
子
編

（
３
）『
足
穂
拾
遺
物
語
』
（
二
〇
〇
八
・
青
土
社
）『
く
い
ー
ん
』
版
「
一
千

一
秒
物
語
」
が
収
録
さ
れ
る
。
高
橋
信
行
に
よ
る
解
題
・
校
異
が
示
さ
れ

る
。

（
４
）
高
橋
康
雄
「
稲
垣
足
穂
『
一
千
一
秒
物
語
』
草
稿
を
読
む
」
『
神
奈
川

近
代
文
学
館
年
誌
第

号
』（
一
九
九
六
）

53

（
５
）
石
津
尚
美
「
タ
ル
ホ
と
改
稿
」（
「
紫
苑
」
一
九
八
六
・
三
）

（
６
）
雑
誌
『
く
い
ー
ん
』
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

『
足
穂
拾
遺
物
語
』
掲
載
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。

（
７
）『
日
本
児
童
文
学
大
辞
典

第
一
巻
』
大
日
本
図
書
株
式
会
社
（
一
九

九
三
）pp.

72
-7
3

種
田
和
加
子
執
筆

（
８
）『
足
穂
拾
遺
物
語
』
解
題
よ
り
、
仏
文
の
和
訳
と
し
て
「
こ
の
天
体
魔

術
師
が
、
新
奇
な
ア
ラ
ビ
ア
の
夜
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
シ
ガ
レ
ッ
ト
に
仕

立
て
ま
し
た
」
と
あ
る
。

（
９
）「
病
院
の
料
理
番
人
の
文
学
」（
『
作
家
』
一
九
六
三
・
十
一
）

（

）
山
本
貴
光
「
計
算
論
的
、
足
穂
的

䢣
タ
ル
ホ
・
エ
ン
ジ
ン
仕
様

10書

䢣
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
六
・
九
）

（
し
ら
さ
き
ま
あ
こ
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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【
表
１
】

統

⑨
作
家
社

系

⑰
木
馬
舎
A

版

①
金
星
堂
・
初
版

⑱
透
土
社

初

㉓
編
年
体
大
正
文
学
全
集
第
十
二
巻

㉖
沖
積
舎

②
金
星
堂
・
第
六
版

③
『
児
童
文
學
』

④
『
く
い
ー
ん
』

統

⑥
『
現
代
小
説
大
系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
』

46

説
系

⑤
『
現
代
小
説
大
系

⑦
『
現
代
日
本
文
学
全
集

大
正
小
説
』

44

85

小

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』

⑧
書
肆
ユ
リ
イ
カ
『
稲
垣
足
穂
全
集
Ⅰ
』

44
代
系

現
大

⑫
新
潮
文
庫

⑲
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集

㉗
ち
く
ま
日
本
文
学
016

015㉔
新
潮
文
庫

統

⑬
『
稲
垣
足
穂
作
品
集

W
orks

of
T
aruho

』

系

⑭
『
世
界

全
集

日
本
の

（
短
編
集
）
古
典
篇
』

SF

34

SF

全

⑮
沖
積
舎
『
稲
垣
足
穂
作
品
集
』

大

⑪
『
稲
垣
足
穂
大
全
Ⅰ
』

⑯
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』

㉑
『
ヰ
タ
・
マ
キ
ニ
カ
リ
ス
Ⅰ
』
新
装
版

穂

⑰
木
馬
舎

㉔
新
潮
文
庫

B

垣

⑳
『
新
文
芸
読
本

稲
垣
足
穂
』

稲

㉒
『
稲
垣
足
穂
全
集
１
』

㉕
『
稲
垣
足
穂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

』

㉘
『
幻
妖
の
水
脈
』

1

⑩
『
日
本
現
代
文
学
全
集

新
感
覚
派
文
学
集
』

67
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【
表
２
】

金
星
堂
「
一
千
一
秒
物
語
」

『
児
童
文
學
』「
新
版
一
千

『
く
い
ー
ん
』「
一
千
一
秒

河
出
書
房
『
現
代
小
説
大

現
代
思
潮
社
『
稲
垣
足
穂

（
初
版
）

一
秒
物
語
」

物
語
」

系

モ
ダ
ニ
ズ
ム
２
』

大
全
第
Ⅰ
巻
』（
最
終
稿
）

44

表
紙

IN
T
R
O
D
U
N
T
IO
N

引
用

仏
文

序
詞

序
詞

序
詞

序
詞

文
句

月
か
ら
出
た
人

月
か
ら
出
た
人

月
か
ら
出
た
人

月
か
ら
出
た
人

星
を
ひ
ろ
つ
た
話

星
を
ひ
ろ
つ
た
話

星
を
ひ
ろ
つ
た
話

星
を
ひ
ろ
っ
た
話

投
石
事
件

投
石
事
件

投
石
事
件

投
石
事
件

流
星
と
格
闘
し
た
話

流
星
と
格
闘
し
た
話

流
星
と
格
闘
し
た
話

流
星
と
格
闘
し
た
話

ハ
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た
話

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
盗
ま
れ
た

話

話

話

或
夜
倉
庫
の
蔭
で
聞
い
た
話

或
夜
倉
庫
の
か
げ
で
聞
い

あ
る
夜
倉
庫
の
か
げ
で
聞

あ
る
夜
倉
庫
の
か
げ
で
聞

た
話

い
た
話

い
た
話

月
と
シ
ガ
レ
ツ
ト

月
と
シ
ガ
レ
ツ
ト

月
と
シ
ガ
レ
ッ
ト

月
と
シ
ガ
レ
ッ
ト

お
月
さ
ん
と
喧
嘩
を
し
た
話

お
月
様
と
喧
嘩
し
た
話

お
月
様
と
け
ん
か
し
た
話

お
月
様
と
け
ん
か
し
た
話

思
ひ
出

A
M
E
M
M
O
R
Y

A
M
E
M
O
R
Y

M
U
R
M
U
R

A
puzzle

A
P
U
Z
Z
L
E

A
PU

Z
Z
L
E

T
H
E
R
E
'S
N
O
T
H
IN
G

A
C
H
IL
D
R
E
N
'S
SO

N
G

A
C
H
IL
D
R
E
N
'S
S
O
N
G

月
光
鬼
語

月
光
鬼
語

月
光
鬼
語

月
光
鬼
語
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或
る
晩
の
出
来
事

或
晩
の
出
来
事

あ
る
晩
の
出
来
事

あ
る
晩
の
出
来
事

T
H
E
R
E
IS

N
O
T
H
IN
G

T
H
E
R
E
'S
N
O
T
H
IN
G

A
C
H
IL
D
R
E
N
'S
S
O
N
G

IT
'S
N
O
T
H
IN
G
E
L
S
E

IT
'S
N
O
T
H
IN
G
E
L
S
E

S
O
M
E
T
H
IN
G
B
L
A
C
K

S
O
M
E
T
H
IN
G
B
L
A
C
K

S
O
M
E
T
H
IN
G
B
L
A
C
K

SO
M
E
T
H
IN
G
B
L
A
C
K

黒
猫
の
尾
を
切
つ
た
話

黒
猫
の
尾
を
切
つ
た
話

黒
猫
の
し
つ
ぽ
を
切
つ
た

黒
猫
の
し
っ
ぽ
を
切
っ
た

話

話

突
き
飛
ば
さ
れ
た
話

突
き
飛
ば
さ
れ
た
話

突
き
と
ば
さ
れ
た
話

突
き
と
ば
さ
れ
た
話

は
ね
飛
ば
さ
れ
た
話

は
ね
飛
ば
さ
れ
た
話

は
ね
と
ば
さ
れ
た
話

は
ね
と
ば
さ
れ
た
話

押
し
出
さ
れ
た
話

押
し
出
さ
れ
た
話

押
し
出
さ
れ
た
話

押
し
出
さ
れ
た
話

キ
ツ
ス
し
た
人

キ
ス
し
た
人

キ
ス
し
た
人

キ
ス
し
た
人

霧
に
欺
ま
さ
れ
た
話

霧
に
欺
さ
れ
た
話

霧
に
だ
ま
さ
れ
た
話

霧
に
だ
ま
さ
れ
た
話

ポ
ケ
ツ
ト
の
月

ポ
ケ
ツ
ト
の
月

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
月

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
月

嘆
い
て
歸
つ
た
者

嘆
い
て
歸
つ
た
者

な
げ
い
て
歸
つ
た
者

な
げ
い
て
帰
っ
た
者

雨
を
撃
ち
止
め
た
話

雨
を
撃
ち
止
め
た
話

雨
を
射
ち
止
め
た
話

雨
を
射
ち
止
め
た
話

月
光
密
造
者

月
光
密
造
者

月
光
密
造
者

月
光
密
造
者

彗
星
を
取
り
に
行
つ
た
話

箒
星
を
取
り
に
行
つ
た
話

箒
星
を
獲
り
に
行
つ
た
話

箒
星
を
獲
り
に
行
っ
た
話

星
を
食
べ
た
話

星
を
食
べ
た
話

星
を
た
べ
た
話

星
を
食
べ
た
話

A
N

A
F
A
IR
E

O
F

T
H
E
A
F
A
IR
E
O
F
C
O
N
C
E
R
T

A
N

IN
C
ID

E
N
T

IN
A
N

IN
C
ID

E
N
T

IN

C
O
N
C
E
R
T

T
H
E
C
O
N
C
E
R
T

T
H
E
C
O
N
C
E
R
T

T
O
U
R
D
E
C
A
T
N
O
IR

T
O
U
R
D
E
C
A
T
N
O
IR

T
O
U
R
D
U
C
H
A
T
N
O
IR

T
O
U
R
D
U
C
H
A
T
-
N
O
IR

星
か
？

花
火
か
？

星
？

花
火
？

星
？

花
火
？

星
？

花
火
？

自
分
を
落
し
て
し
ま
つ
た
話

自
分
を
落
し
て
し
ま
つ
た

ガ
ス
燈
と
つ
か
み
合
ひ
を

ガ
ス
燈
と
つ
か
み
合
い
を

話

し
た
話

し
た
話
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瓦
斯
燈
と
つ
か
み
合
ひ
を
し

自
分
を
落
し
て
し
ま
つ
た

自
分
を
落
し
て
し
ま
っ
た

た
話

話

話

星
で
パ
ン
を
こ
し
ら
へ
た
話

星
で
パ
ン
を
拵
へ
た
話

星
で
パ
ン
を
こ
し
ら
へ
た

星
で
パ
ン
を
こ
し
ら
え
た

話

話

星
に
襲
は
れ
た
話

星
に
襲
は
れ
た
話

星
に
お
そ
は
れ
た
話

星
に
お
そ
わ
れ
た
話

果
し
て
月
へ
行
け
た
か
？

月
へ
行
け
た
か

は
た
し
て
月
へ
行
け
た

は
た
し
て
月
へ
行
け
た

か
？

か
？

水
道
へ
突
き
落
さ
れ
た
話

水
道
へ
突
き
落
さ
れ
た
話

水
道
へ
突
き
落
さ
れ
た
話

水
道
へ
突
き
落
さ
れ
た
話

月
を
上
げ
る
人

月
を
上
げ
る
人

月
を
あ
げ
る
人

月
を
あ
げ
る
人

M
A
N
O
F
T
H
E
M
O
O
N

M
A
N
O
F
T
H
E
M
O
O
N

T
H
E
M
O
O
N
M
A
N

T
H
E
M
O
O
N
M
A
N

コ
ヽ
ア
の
悪
戯

コ
コ
ア
の
悪
戯

コ
コ
ア
の
い
た
づ
ら

コ
コ
ア
の
い
た
ず
ら

電
燈
の
下
を
へ
ん
な
も
の

電
燈
の
下
を
へ
ん
な
も
の

が
通
つ
た
話

が
通
っ
た
話

月
の
サ
ー
カ
ス

月
の
サ
ー
カ
ス

月
の
サ
ー
カ
ス

月
の
サ
ー
カ
ス

M
O
O
N
R
ID
E
R
S

蝙
蝠
の
家

T
H
E
M
O
O
N
R
ID
E
R
S

T
H
E
M
O
O
N
R
ID
E
R
S

煙
突
か
ら
投
げ
こ
ま
れ
た
話

T
H
E
M
O
O
N
R
ID
E
R
S

煙
突
か
ら
投
げ
こ
ま
れ
た

煙
突
か
ら
投
げ
こ
ま
れ
た

話

話

停
電
の
原
因

煙
突
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た

A
T
W

I
L
I
G
H
T

A
T
W

I
L
I
G
H
T

話

E
P
IS
O
D
E

E
P
ISO

D
E

黒
猫
を
撃
ち
落
し
た
話

黄
昏
奇
談

黒
猫
を
射
ち
落
し
た
話

黒
猫
を
射
ち
落
し
た
話

蝙
蝠
の
家

黒
猫
を
撃
ち
落
し
た
話

コ
䢣
モ
リ
の
家

コ
ー
モ
リ
の
家

散
歩
前
の
小
話

散
歩
前

散
歩
前

散
歩
前

T
H
E

B
L
A
C
K

C
O
M
E
T

T
H
E

B
L
A
C
K

C
O
M
E
T
T
H
E

B
L
A
C
K

C
O
M
E
T

C
L
U
B

C
L
U
B

C
L
U
B
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友
達
が
お
月
さ
ん
に
變
つ
た

友
だ
ち
が
お
月
様
に
變
つ

友
だ
ち
が
お
月
様
に
変
っ

話

た
話

た
話

見
て
来
た
や
う
な
こ
と
を
云

見
て
来
た
や
う
な
こ
と
を

見
て
き
た
や
う
な
こ
と
を

見
て
き
た
よ
う
な
こ
と
を

ふ
人

云
ふ
人

言
ふ
人

云
う
人

フ
ク
ロ
ト
ン
ボ

A
N

IN
C
ID
E
N
T

A
T

A
A
N

IN
C
ID
E
N
T

A
T

A

S
T
R
E
E
T
-C
O
R
N
E
R

S
T
R
E
E
T
-C
O
R
N
E
R

辻
強
盗

A
H
O
L
D
-U
P

A
H
O
L
D
U
P

A
H
O
L
D
-
U
P

銀
河
か
ら
の
手
紙

銀
河
か
ら
の
手
紙

銀
河
か
ら
の
手
紙

T
H
E
W
E
D
D
IN
G

T
H
E

W
E
D
D
I
N
G

T
H
E

W
E
D
D
I
N
G

T
H
E

W
E
D
D
I
N
G

C
E
R
E
M
O
N
Y

C
E
L
E
M
O
N
Y

C
E
R
E
M
O
N
Y

自
分
に
よ
く
似
た
人

自
分
に
よ
く
似
た
人

自
分
に
よ
く
似
た
人

眞
夜
中
の
訪
問
者

眞
夜
中
の
訪
問
者

真
夜
中
の
訪
問
者

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
歸
つ
て

ニ
ュ
ウ
ヨ
ー
ク
か
ら
歸
つ

ニ
ュ
ウ
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
っ

来
た
人
の
話

て
き
た
人
の
話

て
き
た
人
の
話

月
の
客
人

月
の
客
人

月
の
客
人

月
の
客
人

何
う
し
て
彼
は
醉
よ
り
さ
め

ど
う
し
て
醉
よ
り
醒
め
た

ど
う
し
て
醉
よ
り
さ
め
た

ど
う
し
て
酔
い
よ
り
さ
め

た
か
？

か
？

か
？

た
か
？

T
H
E
G
IA
N
T
-B
IR
D

A
G
IA
N
T
B
IR
D

A
R
O
C

O
N

A
A

R
O
C

O
N

A

PA
V
E
M
E
N
T

P
A
V
E
M
E
N
T

黒
い
箱

黒
い
箱

黒
い
箱

月
夜
の
プ
ロ
ジ
ツ
ト

月
夜
の
プ
ロ
ー
ジ
ツ
ト

月
夜
の
プ
ロ
ジ
ッ
ト

月
夜
の
プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト

赤
鉛
筆
の
由
来

赤
エ
ン
ピ
ツ
の
由
来

赤
鉛
筆
の
由
来

赤
鉛
筆
の
由
来

赤
鉛
筆
の
由
来

土
星
が
三
つ
出
来
た
話

土
星
が
三
つ
出
来
た
話

土
星
が
三
つ
出
来
た
話

土
星
が
三
つ
出
来
た
話
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お
月
さ
ん
を
食
べ
た
話

お
月
様
を
た
べ
た
話

お
月
様
を
た
べ
た
話

お
月
さ
ん
が
三
角
に
な
つ
た

お
月
様
が
三
角
に
な
つ
た

お
月
様
が
三
角
に
な
っ
た

話

話

話

星
と
無
頼
漢

星
と
無
頼
漢

星
と
無
頼
漢

星
と
無
頼
漢

果
し
て
ビ
ー
ル
瓶
の
中
に
ホ

は
た
し
て
ビ
ー
ル
び
ん
の

は
た
し
て
ビ
ー
ル
び
ん
の

ー
キ
星
が
入
つ
て
ゐ
た
か
？

中
に
箒
星
が
は
い
つ
て
ゐ

中
に
箒
星
が
は
い
っ
て
い

た
か
？

た
か
？

何
う
し
て
彼
は
煙
草
を
吸
ふ

ど
う
し
て
彼
は
喫
煙
家
に

ど
う
し
て
彼
は
喫
煙
家
に

や
う
に
な
つ
た
か
？

な
つ
た
か
？

な
っ
た
か
？

M
O
O
N
S
H
IN
E

A
M
O
O
N
S
H
IN
E

A
M
O
O
N
SH

IN
E

終
詞

終
詞

終
詞

終
詞

予
告


